
臨床研究「認知症性神経変性疾患の関連蛋白質に関する病理・生化学的検討」について 

 

 筑波大学附属病院精神神経科では、標題の臨床研究を実施しております。 

 本研究の概要は以下のとおりです。 

 

① 研究の目的 

 アルツハイマー病 (Alzheimer’s disease: AD)、レビー小体型認知症 (Dementia with 

Lewy bodies: DLB)、前頭側頭葉変性症/筋萎縮性側索硬化症 (Frontotemporal lobar 

degeneration/amyotrophic lateral sclerosis: FTLD/ALS)、ポリグルタミン病といった多く

の神経変性疾患では、精神症状や言語の症状といった認知機能の低下が生じます。これらの疾

患では、脳内のいくつかの蛋白質に変化が生じることが判明しており、それが臨床症状にも関

わると考えられます。しかし、こうした変化が生じる原因や、それにどのような因子が影響す

るかについては、まだよく分かっていません。この詳しい病態を明らかにするためには、亡く

なられた患者さんの病理検体による研究の推進が大変重要な手段となります。 

本研究では、上記の認知症を有する患者さんが亡くなられた際、ご遺族の篤志によるご承諾

のもと当院で実施される病理解剖で得られた検体試料を使用し、疾患に関わる蛋白質について

調べることを通じて、今後これらの疾患に関する新しい診断法や治療法の開発に役立てること

を目指しています。 

② 研究対象者 

上記の認知症を有し、1989 年 1 月 1 日から 2028 年 12 月 31 日までに当院において病理解剖を

実施した患者さん 

③ 研究期間：倫理審査委員会承認後〜2029 年 3 月 31 日まで 

④ 試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 

当院で試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の通りです。 

利用開始(予定)日：   2022 年 5 月 26 日 

提供開始(予定)日：   倫理審査委員会承認後 

⑤ 研究の方法 

病理解剖で得られた脳検体試料を主な解析対象とし、固定脳標本を用いた組織染色法による

解析や、凍結脳標本を用いた生化学的手法による解析を当院および共同研究機関において行い

ます。なお、病理解剖および得られた検体試料の取り扱いや保存においては、死体解剖保存法

を遵守し亡くなられた方に対する倫理的側面を十分に配慮しております。 

⑥ 試料・情報の項目 

  脳検体試料、認知機能検査、頭部画像検査、年齢、性別、臨床経過、診療記録等 

⑦  外部への試料・情報の提供 



  試料・情報は試料・情報は個人が特定できないよう氏名等を削除し、郵送により共同研究機関

へ提供します。対応表は、当院の研究責任者が保管・管理します。 

⑧ 試料・情報の管理について責任を有する者 

  研究責任者:筑波大学医学医療系 教授 新井哲明 

⑨ 本研究への参加を希望されない場合 

研究対象者となる患者さんのご遺族が本研究への参加を希望されず、試料や情報の利用停止を

希望される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結果が公表されている

場合など、ご希望に添えない場合もございます。 

⑩ 問い合わせ先 

筑波大学附属病院精神神経科：〒305-8576 茨城県つくば市天久保 2-1-1 

電話：029-853-3182（平日 9～17 時） 


